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中岡 成文｜ Narifumi Nakaoka
2005 〜 2006 年度　センター長
ヘーゲル哲学をかなり異端的に研究したあと、現代や日本の思想へ視野を広げた。実践的・社会的な観点から、
臨床哲学の創始・展開に参加し、科学技術コミュニケーションにも関心を持って CSCD の創設に関わった。
金水 敏｜ Satoshi Kinsui
2007 〜 2010 年度　センター長
大阪大学大学院文学研究科で国語学専門分野を担当する。日本語文法の歴史的変化を中心的な研究対象とする
が、一方で「役割語」という新しい研究領域を創始し、領域横断的、国際的な研究推進をめざしている。
三成 賢次 ｜ Kenji Mitsunari



























































































































































































































































































































































































 （2014 年 12 月 8 日 CSCD にて）
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